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【研究 ノー ト】

善通寺市 と広島市 における排出源分別収集

システムの比較 と相異の要因に関す る研究

早 瀬 光 司*・ 市 本 秀 雄*

【要 旨】 排 出源分別収集 を行 ってい る善通寺市 と広島市 にお いて調査 ・研究を行 ったところ,送 出 さ

れ る資源化物送出原単位および資源分別率で善通寺市の方が より良 いシステムで あることがわか った。

その要 因 として,善 通 寺市 に は地 区環境 推進会や集積場毎の環境推進会 といった市民の顔 の見え る トッ

プダウン ・ボ トムアップ型 の意志 伝達 ・協力 システムの存在 とその活動があ り,こ れが集積場 における

効率的な分別収集のキーポイ ン トにな ってい ることが判明 した。

キーワー ド:環 境推進会,リ サイ クルの推進,分 別収集,市 民参加,善 通寺市

1.は じ め に

1997年4月 よ り施行 され た通 称容器 包装 リサ イクル

法 は リサイ クルを制度 的に進 め るため市 町村,消 費者 そ

して事業者 に対 し分別収集,再 生等 の法的処 置を規定 し

てい るが,具 体 的な収集 法については各 家庭 での ごみの

出 し方 も含 めて市 町村 の判 断に任 されてい る。本研究 で

は,小 都市 での市民参加型 回収 システムの代表 的なケー

スであ る善通寺市 の方式 と,大 都市 での自治体 による一

括 回収 システム型 の代表 的なケースであ る広 島市 の方式

を取 り上 げ,資 源化物送 出原単位(自 治体 によ り回収 し

た資源 ごみ中の不純物 を除去 した純粋 な資源量)と 資源

含有率(回 収 した資 源 ごみ中の純粋 な資源の含有率)を

算 出 して両市 を比較 し,そ の収集法 と効果 に差異 があれ

ばその要 因を明 らかにす ることを目的 とす る。

2.実 験

[善通寺市]リ サイクルセ ンターにおける物質収支 をセ

ンター内の集計表,お よび善通寺市発行 の平成8年 度清

掃事業概要1)を用 いて品 目毎 に集計 し,ご み発生 原単位

(kg/人/年)を 算 出 した。

1996年3月12日 ～15日 に,ご み ステー シ ョ ンにお

いて市 民が ごみを出す ときに注意 して いる点,出 された

ごみの分別 の仕方,お よび各 ステー シ ョンでの市民の活

動 等 を非参 与的単 純観 察法 で実態 調査 を行 った。1996

年9月10日 ～13日 に,パ ッカー車 に同乗 し,実 際 に出

された ごみを収集 ・運 搬す る際に配慮 して いる点,各 品

目毎 に収集 を行 ってい くうえで工夫を して いる点,お よ

び収集 した資源 ごみの選別 ・保管 法を参 与観察法で実態

調 査 を行 った。 さ らに,1996年9月 下 旬 に地 区環境 推

進会長8名(全 員)宛 てにア ンケー ト用紙を郵送 し(託

送調 査法 で市 民約240人 に対 して調査),排 出源分別 収

集 を支 えてい る市民 が ごみ問題や リサイ クルについて ど

のよ うな理解 や関心 を示 し,実 際に行動 してい るのかに

ついて調査 した。

[広 島 市]リ サイ クルセ ンターにおけ る物質収支 を広

島市発 行の平成8年 度 事業概要2)に基 づいて品 目毎 に集

計 し,ご み発生原単位(kg/人/年)を 算出 した。 リ

サイクルセ ンターで収集 した資源 ごみの選別 ・保管法 を

調査 ・観察 した。 なお,筆 者両名 とも数年 間広 島市 内に

居住 した ことがあ り,そ の時の分別収集 の実体験 を,参

与的 ・非参与 的な観察法 ・実態調査 として位 置付 け活用

した。
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3.結 果 と 考 察

善通寺市 は先駆 的な都市 として資源化6種 排 出源分別

収集で全 国的に有名であ り,す でに数々の報告 がなされ

て いる3-8)。1996年 に人 口37,108人(世 帯数12,654戸),

総 面 積 約40km2で あ り,1978年12月 よ り全 市 で カ

レッ ト,生 びん,空 き缶,金 属類,紙 類 と布類 の資源化

6種 排 出源分別を実施 し,そ の収 集 も各 品 目毎 に行 って

いる。資 源 ごみの収集 は毎月1回 であ り,1996年6月

1日 現在,全 市で131ケ 所の集積場 があ り,約100戸 に

1ケ 所の割合で あった。

広島市 は大都市で あるが資源 ごみの排 出源分別収集 を

行 ってお り,1995年 に人 口1,104,176人(世 帯数443,733

戸),総 面 積約740km2で あ り,1983年11月 よ り全市

で カ レット,生 びん,空 き缶,金 属類,紙 類 と布類の資

源 ごみ分別 を実施 して いる。資源 ごみの収集 は毎月2回

であ り,一 台 のパ ッカー車が一括 して収集 して いた。

Fig.1に リサイ クルセ ンターに お ける資 源 ごみの物

質収支 を,「系」 と 「環境」の理念9,10)をもとに示 した。

導入 された資源 ごみ全体 での適正分別率(資 源 ごみの中

に実際 に存在 するその資源 ごみの割合=sorted rate of

 resourceable wastes)は 広島市での81.4%に 対 して,

善通 寺市 は95.3%で あ った。広 島市 で は資 源 ごみを ス

テーシ ョンで は分別 して いるが,収 集す る際 には一台の

パ ッカー車 に混合 して詰 め込むため搬入時の内訳 は不明

であ り,各 品 目毎 の資源 ごみ原単位 と適正分別率 は求め

る ことが できず,善 通寺布 のみ各品 目毎の資源 ごみ原単

位 と適 正分 別率 を示 した。資 源化物 送 出原単 位(The

 unit of outgoing resourceable materials)は 善通寺

市 が広 島市 の約2倍 であった。 ただ し,2市 の資源回収

量 を評価 する際 に,民 間業者 による回収等 の別 ルー トに

よ る古紙 や生 きびんの回収 を無視 して行っ た。 その内訳

をFig.2に 示 したが,両 市 の資源 ごみ組 成 は同 じ傾向

を示 し,紙 ごみの占 める割 合は両市 と も約50%で あ っ

た。 カ レッ ト,鉄,紙,生 きびん の資源化物送 出原単位

は善通寺市 の方 が広 島市 の約2倍 以上 であ った。家庭系

ごみ全 体 に 占め る搬 入 資源 ごみ の割 合 は,広 島市 で

19.1%,善 通寺市 で26.2%で あ り,こ れに適正分別率 を

乗 じるとごみ全体 中の 資源含有 率が求 ま り,広 島市 で

15.5%,善 通寺市 で25.0%と な り,善 通寺市 に比 べ広 島

市 は低 い。

以上の ように,資 源化物送出原単位 と資源含 有率にお

いて善通寺市の方が資源 ごみが多 く排出 されてい ると考

え られ るが,こ の ような相異の要 因につ いて以下 に考察

した。

[広 島 市 方 式]広 島市で は,資 源 ごみを市民が ステー

シ ョンに品 目毎 に出 して いるが,大 都市 としての交通 事

情 のため一台 のパ ッカー車で一括収集 して いる。そのた

め,各 家庭か ら分別 して出 された資源 ごみ を混合 して収

集 せざるを得 な くなっている。そ して,リ サイクルセ ン

ターで再 び手選別 により各品 目毎 に分別 を行 って いる。

[善通寺市方式]善 通寺市 では,広 島市 と同様 に資源 ご

みを市民 がステーシ ョンに品 目毎 に分別 して出 して いる

が,ス テー シ ョンに はいつ も5,6人 の当番 が市 民のご

Fig. 1 Mass balance of resourceable wastes and 
sorted rate at a recycle center in Hiroshima 
and Zentsuuji Cities.

Fig. 2 The unit of outgoing resourceable mate-
rials (kg/man/year) from a recycle center 
in Hiroshima and Zentsuuji Cities.

40



排出源分別収集システムの要因
41

み出 しの世話 を していた。分別 に際 しては予 め用意 され

た専用のか ごに入れ,所 定の場所 に各品 目毎 に置 くが,

必要 に際 し備え付 けの カ ッター,ペ ンチ,穴 あ け,金 づ

ちを用 い,び んの キャプまで外す徹底 した分別を行 って

いた。収集 にあたって は各品 目毎 にそれぞれ専門のパ ッ

カー車が行 い(た だし,カ レットの茶色 はダンプ車,白

色 はパ ッカー車,青 などその他の色お よび生 きびん はパ

ワーゲ ー ト付平床車で収集),カ レッ ト,生 びん,空 き

缶を入れ るためのか ごは前 日に各 ステーシ ョンに配付 し,

裸回収を基本 に して いた。そ して,リ サ イクルセ ンター

に持 ち帰 った資源 ごみ はプ レスを行 う空 き缶 と金属を除

いて はその まま保管す るだ けであ り,な ん ら処理,処 分

をす る必要がな く,そ の ための装置類 もなか った。

[善通寺市方式の利点]排 出源分別収集 システ ムとして

広島市 に比べ,善 通寺市で この ような きめ細かな分別が

行え る要因 は,ス テーシ ョンにお いて交代で当番を受け

持つ市 民活動 にあ ると考 え られ る。Fig.3に 示 した よ

うに,善 通寺市 には9割 近 くの世帯が加入 してい る善通

寺市環境推進会 という組織があ り,各 集積場毎の代表で

あ る環境推進会長(Chiefs of AEP(Associations for

 Environmental Promotion)at each Station)が ス

テーシ ョンで間違 った ごみの出 し方を してい る人 に指導

した り して市民総参加型の資源 ごみ排出源分別収 集 シス

テムを作 り上げて いた ことが今回の調査で判明 した。 こ

の組織 は集積場毎 に互選 された複数の環境推進会 長が中

心にな り集積場毎 に決め られた当番 とともに活動 を行 っ

て いる。そ して,小 学校区を基本 とした8つ の地 区環境

推進会(District AEP)を 組織 し,そ の代表で構成 さ

れ る地区環境推進連合会(District Combined AEP)

は善通寺市環境推進連合会(Zentsuuji City Combined

 AEP)と して行政 と直接 や り取 りを行 うな ど,行 政 と

市民の間で トップダウンとボ トムアップ型 の連絡網 を整

備 して いた。 この資源 ごみ によ る収益金 は全額 が地 区環

境推進会 に還元 されて いる。 この環境推進会長 は交代制

であ り,1年 毎 に組織の一部を入れ替え ることによ り多

くの市民が参加で きるようにな ってい る。 さらに,環 境

推進会長 は市の委員等を兼任で きるため,い ろいろな取

り決 め が 円滑 に行 え るの が特 徴 で あ る。 この よ うな

Fig.3の 組織 があ るため,効 率 的な分 別収集 が行 われ

て いたので ある。

善通寺市が現在行 って いる排出源分別収集に対 す る意

見(提 言や改善点)等 を主 に,自 由記述形式で実施 した

ア ンケー ト調査の結果(回 収率82%)に よ ると,こ の

ような組織 による市民活動 は市民の環境教 育 とい う役割

を も担 ってお り,市 民の声が市政に反映 され易 く,一 人

一人の問題 と して参加意識を高めてい る
。 またア ンケー

トに資源 ごみをいつで も出せる場所(拠 点回収)を 設置

して欲 しい とい う要望 もあ ったが,た とえば岡山市 では

いっで も出せ る場所 として 日曜 日に拠点回収 を行 い,分

別収集 にあた って当番制 を導入 した りしている。拠点回

収等 を考慮 にいれた市民総参加型 の善通寺市方式が今後

小 ・中都市 を中心 に広 く普及 する ことが望 まれる。
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Fig. 3 The organization diagram for AEP(asso-

ciations for environmental promotion=環

境 推 進 会)in Zentsuuji City.
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Abstract

Sorted waste collected from family homes was studied in Hiroshima and Zentsuuji Cities. The 
Zentsuuji City system was found to be better than that of Hiroshima City based on the amount of 
outgoing resourceable material and sorted rate of resourceable waste. The reason for this is that in 
Zentsuuji City there are associations for environmental promotion which create top-down and 
bottom-up type cooperation among citizens. The associations are the key factor in the effective sorted 
collection at collecting stations in Zentsuuji City.

Key words: association for environmental promotion, promotion of recycling, sorted collection, civil 

participation, Zentsuuji City
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